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市
報
８
月
号
の
し
も
の
せ
き
ナ
ビ

「
勝
山
御
殿
跡
」で
は
、
関
門
海
峡
で

の
攘
夷
戦
に
備
え
、
御
殿
周
辺
の
要

所
に
砲
台
や
土
塁
な
ど
が
配
置
さ
れ

た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回

紹
介
す
る「
秋
根
土
塁
」は
ま
さ
に
そ

の
う
ち
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　
秋
根
土
塁
は
、
勝
山
御
殿
が
築
城

さ
れ
た
後
の
元
治
元（
１
８
６
４
）年

５
月
に
、
砂
子
多
川
の
沿
岸
、
今
の

勝
山
小
学
校
南
側
付
近
に
築
か
れ
ま

し
た
。
周
囲
を
山
々
や
丘
陵
に
取
り

巻
か
れ
た
勝
山
御
殿
で
は
、
唯
一
西

南
に
開
け
た
谷
筋
の
下
流
を
遮
る
よ

う
に
土
塁
が
築
か
れ
た
こ
と
が
、
古

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
７
月
６
日
に
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
の
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
、

全
国
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
も
、
地
方
創
生
を
目
的
に
、
東
京
一

極
集
中
是
正
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
地
方
都
市
で
は
、
人
や
企
業
を

い
か
に
わ
が
街
に
受
け
入
れ
る
か
、
ア

イ
デ
ア
を
競
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

全
国
１
７
０
０
余
り
の
地
方
自
治
体
の

中
か
ら
、
下
関
市
が「
選
ば
れ
る
」こ
と

で
、
人
や
企
業
の「
来
る
」「
買
う
」「
住

む
」な
ど
の
行
動
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
下
関
」を
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
豊

か
で
優
れ
た
地
域
資
源
や
各
種
施
策
な

ど
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
売
り
込
み
宣
伝
）を
行

い
、「
選
ば
れ
る
都
市
」と
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
最
終
的
に
は
、「
京
都
」や

「
神
戸
」な
ど
の
よ
う
に
、
都
市
そ
の
も

の
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

を
基
に
、キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー（
売
り
文
句
）

や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
作
成
と
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
構
築
・
運
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
市
民
活
動
団
体
で
ご
活
躍
の

約
２０
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、「
都
市

ブ
ラ
ン
ド
懇
談
会
」を
１０
月
ま
で
１０
回
開

催
し
、「
下
関
市
の
魅
力
」の
深
堀
り
を

し
て
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
７
月
10
日
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
、
懇
談
会
の
様
子
や
市
職
員
に

よ
る「
ご
当
地
公
務
員
」な
ど
動
画
の
公

開
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
運
用
し
て
お

り
、
来
年
２
月
に
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
公
開
と
同
時
に
、

本
格
的
な
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
多
く
の
人
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
進
化
し
ま

す
。
従
来
の
行
政
的
手
法
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
発
想
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
展

開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
自
ら
住
む
下
関

に「
誇
り
」や「
愛
着
」を
高
め

て
い
た
だ
き
、
下
関
に
関
わ
る
人
・
も

の
・
施
策
す
べ
て
が
一
体
と
な
っ
た

「
オ
ー
ル
下
関
体
制
」で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
取
り
組

み
を
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
な
た
も
そ
の
一
員
と
し
て「
わ
が
街

下
関
市
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

目
指
せ
！「
選
ば
れ
る
都
市
」下
関

～
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

推
進
事
業
始
動
！
～

文
書
や
古
絵
図
か
ら
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
の
地
図
や
、
第
二

次
大
戦
後
の
航
空
写
真
に
も
そ
の
存

在
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
の
土
地
景
観
の
改
変
に
伴

い
土
塁
は
地
中
に
埋
没
し
、
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
、
県
道
工
事
に
伴
い
山
口
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
土

塁
跡
推
定
地
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

堀
と
土
塁
で
構
成
さ
れ
た「
秋
根
土
塁

跡
」が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
堀
は
幅

１０
・
５
㍍
、
深
さ
は
１
・
３
㍍
で
、
土

塁
は
幅
１１
㍍
、
残
っ
て
い
る
高
さ
は

０
・
４
～
０
・
７
㍍
あ
り
、
大
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

発
掘
調
査
に
よ
り
、
下
関
を
舞
台
と

し
た
幕
末
の
動
乱
の
様
子
が
ま
た
一

つ
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

シティプロモーションサイト
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にアクセスください

幕末維新紀行

秋根土塁跡
下関市秋根上町二丁目

東側上空から撮影

土塁跡

堀跡

しものせき

vol.５9
ナビ

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/


